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市政一般質問

　新幹線車両基地建設に伴う県の埋蔵文化財発掘調査
では、縄文・弥生時代をはじめ歴史的に貴重な埋蔵物
が発掘されている。新幹線開業時、在来線に新駅が設
置される宮小路三丁目周辺は、県立ろう学校、虹の原
特別支援学校、郡中学校があり、文教ゾーンと設定さ
れている。そこで、新駅名を歴史と福祉を学ぶ「郡
駅」と提案し、強く要望する。

水上　享 議員

ＪＲ在来線新駅の名称を
「郡駅」と提案要望

答 　駅名ついては、新幹線開業の約１年前に
JR九州が決定・公表することとなっている。

駅の名称について要望は可能とのことであるため、
シティプロモーションの効果が見込め、利用者に親
しんでもらえるような名称となるよう、さまざまな方
から意見をいただいた上で、
遅くとも平成31年度末ま
でにはJR九州に要望を行
いたい。

　大村市の各地域の均衡のとれた発展が大事であり、北部地区の
発展も市にとって重要である。第５次大村市総合計画や都市計画
マスタープランを見直す時期がきている今だからこそ、北部地区
の用途地域の見直しを行い、都市計画道路を県道大村嬉野線まで
延伸してはどうか。また、九州農政局への用途地域の拡大の要望
について、平成14年以降行っていないとのことであるが、当時
から農業環境も変わっており、再度熱心な要望活動を望む。

村上　秀明 議員

都市計画道路（北部地区）
について

答 　北部地区の用途地域については、用途地域の拡
大に必要となる農業振興地域を除外することが大変

厳しい。また、県道大村嬉野線に通じる都市計画道路の延伸に
ついては、用途地域外を通ることが想定され、新たな都市計画
道路の計画は困難である。市としても、北部地区の活性化には
道路網の形成が重要な課題であると認識しており、既存の市
道等の活用も含め、中長期的な道路網の計画を調査研究して
いきたい。また、九州農政局への用途地域の拡大の要望につい
て、農業振興地域の除外を含め、現状を確認しすぐに行いたい。

　市は昨年７月に新庁舎建設にあたり、基本計画策定
を業務委託し、今年４月に大村市新庁舎建設基本計画
（素案）が出された。その結果、事業費は当初予定し
ていた80億円から125億円に大幅に上がり、市民から
多くの異論が出た。その後、再度見直しを行い、７月
には事業費108億円の計画が示されたが、この計画か
らは庁舎の全体的な姿が見えてこない。これから発注
する基本設計で建設面積や建物の構造などが検討依頼
の対象になるのであれば、また内容が変わるのではな
いか。いったん計画を中止して再検討すべきだ。

村上　信行 議員

市庁舎建設と基本計画関連

答 　基本設計の業務については、今からプロ
ポーザル方式により事業者を選定していく。

決定した事業者から専門的なアドバイスや提案を
受け、協議を行い、市が中心になって、市の考え
方も盛り込みながら基本設計の策定を進めていき
たい。

　もりぞの花フェスは毎年開催され、大変な賑わいで
あるが、イベント時の駐車場が不足しており、以前か
らある芝の駐車場は、水はけが悪く雨天時には利用し
にくい状況である。この駐車場の整備と併せて、南側
と西側の植樹帯を駐車場にできないか。また、公園を
さらに美しくするために、咲いている期間が長いサル
スベリを新たに植樹したらどうか。

永尾　髙宣 議員

森園公園をさらに美しく！！

答 　本年度のもりぞの花フェスの際は、公園の駐車
場125台に加え、近隣の給食センターの100台分

の駐車場も確保している。従来の芝の駐車場について、改
修の必要性は感じているが、利用状況を見る限り、アスファ
ルトの駐車場で対応できていると考える。また、植樹帯を駐
車場にすることは、森園公園が植物公園であるため考えて
いない。また、サルスベリの新たな植樹についても、十分な
植栽スペースがないため今のところ考えていないが、今後、
枯れ木等の植えかえの際には、可能であれば考えたい。

行財政・一般
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　市長は８月の臨時議会で新幹線新大村駅（仮称）東
口での文化ホール建設を前向きに検討すると答弁され
た。本年度内にサウンディング調査を行い方針を決定
したいとの担当部局の発言もあった。市長のマニフェ
ストの中でも、市民会館の早期新築計画を進め、市民
の音楽・文化・芸術活動の推進を図るとうたっている
ことからも、新大村駅（仮称）東口の開発に当たって
は、文化ホール建設を必須条件に入れて開発者を選定
すべきと思うがどうか。

城　幸太郎 議員

新幹線新大村駅（仮称）
東口の開発について

答 　デベロッパーが新駅周辺全体の開発を
検討する中で、当然市としては文化ホー

ルについての意向を伝えるが、今後さまざまな提
案が出てくると思われる。その中で、市として、
また議会として、どういう判断をしていくかとい
うことになると思われるため、サウンディング調
査以降の動きを議会とともに進めていきたい。

都市整備都市整備都市整備

都市整備
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都市整備

　このところ、道路上の落下物など、市道上の不具合
による交通事故の事案が多い。道路に限らず、橋、公
園の遊具等、これからますます老朽化が進むことから、
事故を未然に防ぐためにも、市民にスマートフォンを
使って不具合箇所を市に通報してもらうシステムの活
用を考えてはどうか。今後の取り組みについて尋ねる。

伊川　京子 議員

ＩＴ活用の通報システム
について

答 　ＩＴ活用によるインフラ通報システムに
ついては、県内における先進事例の長崎市

の導入状況の聞き取りや、システム開発業者から見
積もりを徴収するなど、システム導入に係る必要経
費等の調査研究を行っている。今後の取り組みにつ
いては、ＳＮＳなど、手軽に使える通信手段を活用
した通報方法などの研究と併せ、通報システム導入
による費用対効果等の検討を行うなど、導入の可否
を含め、引き続き調査研究していきたい。

神近　寛 議員

市営住宅入居に２人の
連帯保証人が必要か

　市営住宅入居世帯における連帯保証人の現状はどう
か。住宅使用料の債権放棄額が多額である事実は、保
証人制度が十分に機能していないことを示唆している。
現在、税収納部署の努力で、収納率が上がっており、
滞納対策は国交省が推奨する家賃債務保証会社を活用
し、希望者には緊急連絡先の申告のみで入居可能とす
る仕組みを検討すべきである。

答 　本市では、入居契約に当たり原則として
２人の連帯保証人が必要であるが、市長が

特別の事情があると認める入居契約については、事案
ごとに要件の緩和を行っている。家賃債務保証会社に
よる法人保証については、基本的に家賃債務の保証の
みを行い、入居者の緊急時の対応等はしないため、現
在のところ導入の考えはないが、今後、国交省が法人
保証を含む保証人の取り扱いについて調査を行うとの
通知があっており、その動向を注視していきたい。

都市整備

公共工事に使用する
特殊単価について

　市が工事を発注するときに使用する「特殊単価」は
どのように算出されるのか。特殊単価と実勢価格に大
きな差が生じてもその差額を認めてもらえず、赤字に
なった工事もあると聞く。発注者である市は企業を育
てるという役割も担う。企業の発展はひいては市の発
展につながるはずであるが、特殊単価の算出方法につ
いて見解を問う。

答

城　幸太郎 議員

　特殊単価の算出については、原則として
３社以上から見積もりを徴取し、その平均

から30％以上価格が違うものを異常値として除外
した上で、最低の価格を特殊単価として採用して
おり、県の算出方法に準じている。また、決定し
た特殊単価については、入札の際の縦覧設計書に
おいて公表しているため、業者の方々も事前にご
存じのはずである。

行財政・一般



市政一般質問

市議会だよりおおむら市議会だよりおおむら17 16

行財政・一般 行財政・一般

　大村を全国にPRするため、昭和36年に「大村ワルツ」、
「桜田の堀」という２曲の歌が発表された。作詞は当時
の市の助役の渋江武氏、作曲は大村中学校教諭の橋口
末雄氏、編曲は船村徹氏である。歌い手は「大村ワル
ツ」がコロムビアローズ、「桜田の堀」が島倉千代子とい
ずれも一流歌手であり、レコード化され踊りの振り付け
もされた。昨今の昭和歌謡ブームに乗り、シティプロ
モーションとして活用すべきであると考えるがどうか。

水上　享 議員

懐かしの名曲で大村の
名を全国へ浸透

答 　外部に発信をする前に、本市での歌の知
名度の低さが大きな課題であり、CD等へ

のリメイクは困難と考える。また、本市の移住・
定住施策のターゲット層である20代、30代の子育
て世代にこの歌が響くとは考えにくい。大村の昔
を懐かしむ意味での活用は考えられるが、シティ
プロモーションを目的としての活用は現在のとこ
ろ考えていない。

行財政・一般

　市庁舎建設候補地選定作業は、内部検討委員のみで
行われた。「学識・専門家・市民を入れるべき」との
声は届かなかった。文書公開された各候補地のメリッ
ト・デメリットに関する資料には、正確性を欠き、意
図的と思われる記述や、思い込みによる表現が認めら
れ、納得し難いものである。再度、学識等を入れ検討
することを要望する。

神近　寛 議員

　地籍調査を進めていく中で所有者不明土地も少なか
らずあると思われるが、どのような対処がなされてい
るのか。所有者不明土地については、国土交通省が有
効活用に向けた新制度を打ち出しているが、本市での
活用策や取り組みについて、今後どのような具体策を
検討していくのか。

山口　弘宣 議員

市庁舎建設候補地選定
経過に納得しかねる

答

所有者不明土地の
活用策について

答 　当初の計画から状況が変わったことにつ
いては、この一年間真摯に市民や議会にお

知らせをしてきた。その中で、一定の理解を得ら
れたということで議会に予算議案を上程し、市民
の代表である議員に判断をいただいた。そういっ
たことから、ここでいっ
たん停止ということは一
切考えていない。

　現行の地籍調査では、所有者が不明で境
界が確認できなかった土地については筆界

未定として処理することになっており、土地所有
に係る登記の名義人はそのままとなる。また、今
年６月に「所有者不明土地の利用の円滑化等に関
する特別措置法」が制定されたが、まだ国から具
体的な省令等が示されていないため、市として具
体的な検討までには入っていない。国から省令等
が示された後、庁内で協議していきたい。

　本市の地籍調査の進捗状況と調査完了時期を確認す
る。また、過去の一般質問等でも山間部の調査を優先
すべきとの意見が多く出ており、平成32年度からの第
７次10カ年計画の中には中岳地区及び黒木地区を必ず
入れるべきと思うが、市の見解について尋ねる。

地籍調査の進捗と
今後の計画について

答 　本市における地籍調査の進捗率は46％
であり、完了予定年度は、平成52年度で

ある。これまでの地籍調査は、市街地から取り組
んできたため、山間部の調査が遅れている状況で
ある。しかし、昨今の自然災害の発生状況に鑑み、
国の施策として、第７次10カ年計画において優先
的に取り組む地域として防災対策、砂防事業等の
社会資本整備を実施する地域が掲げられているこ
とから、市としても、さまざまな視点から総合的
に判断し、第７次10カ年計画の実施地区を決定し
ていきたい。

　国の補助金額等の変更があったため、庁舎建設地に
ついても以前考えていた古賀島スポーツ広場に変更で
きないかと九州防衛局に確認した。目的変更には７億
円の補助金返還や代替施設の整備等が必要で、時間的
に困難と判明した。武雄市が建設単価34万円強で今春
新庁舎が落成した。物価や労賃の上昇を考え、45万円
としても解体費等を含め合計95億円前後で可能なはず
と考えるがどうか。

中瀬　昭隆 議員

新庁舎について

答 　事業費の縮減については、これまで議会
を初め、市民の皆様からも多くの意見をい

ただいた。基本計画（案）の段階では、解体費用
等を含めて約125億円と想定していたが、７月に
策定した基本計画では約108億円に見直した。今
後、基本設計の中でいろいろな手法を検討し、事
業費の縮減に努めたい。

「大村市名誉市民条例」は昭和49年に制定されたが、
現在に至るまで受賞者は1人だけであることからも、
この条例は生かされていない。本市出身のプロ野球の
大瀬良大地投手、フリーダイビングの木下紗佑里氏は
最高峰の世界で大活躍されている。お二人のご活躍を
市民一体で喜び、表彰できるような「大村市民栄誉
賞」を新たに創設するべきだと考えるが、市長の見解
について尋ねる。 

村崎　浩史 議員

大村市民栄誉賞を
創設してはどうか

答 　他市町を見ても、名誉市民については条
例で定め、栄誉市民については規則で定め

ている。本市としては、大村
市表彰規則があるため、本規
則の改正などによって、栄誉
市民の表彰ができないか早速
研究を進めたい。

　ボート会計からの繰入金は、現在、一般会計の通常経
費として使われているが、ボート事業はいつまでも好調
な経営が続くとは限らない。変動があることを考えると、
一般会計の通常経費に充てることは危険と考える。あく
までも臨時収入として、市民会館の建設など目的を明確
にした基金として積むべきと考えるがどうか。

廣瀬　政和 議員

ボート会計収益の
基金化について

答 　ボート会計からの繰入金については、経
常的な事業の財源としてではなく、基本的

には、建設事業等に係る起債のうち普通交付税措
置のない資金手当債の発行の抑制や公債費の平準
化に対する財源として活用することを考えている。
繰入金を他の一般財源と区分して基金管理するこ
とで、一般財源扱いである繰入金の収支が明確に
なることや、使途の特定が容易になることからも、
ボート収益基金の設置検討については、使途特定
の方法論を早急に整理して進めたい。

行財政・一般

行財政・一般 行財政・一般

行財政・一般

田中　秀和 議員
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たことから、ここでいっ
たん停止ということは一
切考えていない。

　現行の地籍調査では、所有者が不明で境
界が確認できなかった土地については筆界

未定として処理することになっており、土地所有
に係る登記の名義人はそのままとなる。また、今
年６月に「所有者不明土地の利用の円滑化等に関
する特別措置法」が制定されたが、まだ国から具
体的な省令等が示されていないため、市として具
体的な検討までには入っていない。国から省令等
が示された後、庁内で協議していきたい。

　本市の地籍調査の進捗状況と調査完了時期を確認す
る。また、過去の一般質問等でも山間部の調査を優先
すべきとの意見が多く出ており、平成32年度からの第
７次10カ年計画の中には中岳地区及び黒木地区を必ず
入れるべきと思うが、市の見解について尋ねる。

地籍調査の進捗と
今後の計画について

答 　本市における地籍調査の進捗率は46％
であり、完了予定年度は、平成52年度で

ある。これまでの地籍調査は、市街地から取り組
んできたため、山間部の調査が遅れている状況で
ある。しかし、昨今の自然災害の発生状況に鑑み、
国の施策として、第７次10カ年計画において優先
的に取り組む地域として防災対策、砂防事業等の
社会資本整備を実施する地域が掲げられているこ
とから、市としても、さまざまな視点から総合的
に判断し、第７次10カ年計画の実施地区を決定し
ていきたい。

　国の補助金額等の変更があったため、庁舎建設地に
ついても以前考えていた古賀島スポーツ広場に変更で
きないかと九州防衛局に確認した。目的変更には７億
円の補助金返還や代替施設の整備等が必要で、時間的
に困難と判明した。武雄市が建設単価34万円強で今春
新庁舎が落成した。物価や労賃の上昇を考え、45万円
としても解体費等を含め合計95億円前後で可能なはず
と考えるがどうか。

中瀬　昭隆 議員

新庁舎について

答 　事業費の縮減については、これまで議会
を初め、市民の皆様からも多くの意見をい

ただいた。基本計画（案）の段階では、解体費用
等を含めて約125億円と想定していたが、７月に
策定した基本計画では約108億円に見直した。今
後、基本設計の中でいろいろな手法を検討し、事
業費の縮減に努めたい。

「大村市名誉市民条例」は昭和49年に制定されたが、
現在に至るまで受賞者は1人だけであることからも、
この条例は生かされていない。本市出身のプロ野球の
大瀬良大地投手、フリーダイビングの木下紗佑里氏は
最高峰の世界で大活躍されている。お二人のご活躍を
市民一体で喜び、表彰できるような「大村市民栄誉
賞」を新たに創設するべきだと考えるが、市長の見解
について尋ねる。 

村崎　浩史 議員

大村市民栄誉賞を
創設してはどうか

答 　他市町を見ても、名誉市民については条
例で定め、栄誉市民については規則で定め

ている。本市としては、大村
市表彰規則があるため、本規
則の改正などによって、栄誉
市民の表彰ができないか早速
研究を進めたい。

　ボート会計からの繰入金は、現在、一般会計の通常経
費として使われているが、ボート事業はいつまでも好調
な経営が続くとは限らない。変動があることを考えると、
一般会計の通常経費に充てることは危険と考える。あく
までも臨時収入として、市民会館の建設など目的を明確
にした基金として積むべきと考えるがどうか。

廣瀬　政和 議員

ボート会計収益の
基金化について

答 　ボート会計からの繰入金については、経
常的な事業の財源としてではなく、基本的

には、建設事業等に係る起債のうち普通交付税措
置のない資金手当債の発行の抑制や公債費の平準
化に対する財源として活用することを考えている。
繰入金を他の一般財源と区分して基金管理するこ
とで、一般財源扱いである繰入金の収支が明確に
なることや、使途の特定が容易になることからも、
ボート収益基金の設置検討については、使途特定
の方法論を早急に整理して進めたい。
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田中　秀和 議員


